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新
緑
の
本
々
を
通
り
過
ぎ
る
爽
や
か
な
風
に
誘
わ
れ
て
、
ど
こ
か
へ
出
か
け
た

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
町
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、

「安
心
安
全
で
住
み
良
い
暮
ら
し
や
す
い
街
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

以
下
の
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
自
主
防
災
会
合
同
避
難
訓
練

（九
月
下
旬
予
定
）
に
お
け
る

「安
否
確
認
」

の
事
前
準
備
。
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
、
班

単
位
で
の
情
報
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
訓
練
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
防
災
講
演
会
で
は
、
避
難
所
運
営
に
関
し
て
、
能
登
地
震

を
体
験
さ
れ
た
珠
洲
の
方
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

②
総
会
で
承
認
い
た
だ
い
た

『寺
井
町
墓
地
管
理
規
則
』
に
基
づ
き
、
墓
地
台

帳
の
整
備
や
、
共
用
通
路
、
無
縁
墓
地
の
整
理
な
ど
、
諸
課
題
に
丁
寧
に
時

間
を
か
け
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

③
市
が
推
進
す
る
デ
ジ
ボ
ル
化
や
、
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
構
想
に
対
応
し
、
集
会

所
の
利
活
用
を
再
検
討
し
、　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
取
り
入
れ
、
町
民
の
皆
様

が
気
軽
に
交
流
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
皆
様
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
生
活
環
境
の
充
実
、
公
民
館
活
動
の
活
性
化
、
防
災
防
犯
の
強
化
、

福
祉
活
動
の
充
実
等
の
各
事
業
に
取
り
組
み
、
風
通
し
の
良
い
町
会
運
営
に
努
め

ま
す
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
力
に
な

っ
て
い
た

だ
け
る
担
い
手
の
方
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
社
会
情
勢
や
生
活
様
式
の
変
化
、

ま
た
、
価
値
観
の
多
様
性
な
ど
の
要
因
で
、
壮
年
団
を
は
じ
め
と
し
て
担
い
手
の

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
次
の
世
代
に
郷
上
の
文
化
や
歴
史
、

伝
統
を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
過
去
の
経
験
に

敬
意
を
払
い
つ
つ
も
、
新
し
い
価
値
観
を
創
造
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
利
を
興
す

（お
こ
す
）
は

一
害
を
除
く
に
し
か
ず
。

一
事
を
生
や
す

（ふ
や
す
）
は

一
事
を
減
ら
す
に
し
か
ず
。

「多
事
」
に
追
わ
れ
る
私
た
ち
で
す
が
、
何
を
取
り
入
れ
、
何
を
整
理
し
て
い

く
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
街
を
住
み
や
す
い

「ま
ち
」
に
し
て
い

く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
な
り
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聯

◇ □

【１
月
か
ら
３
月
の
主
な
こ
と
】

◇
◆
令
和
７
年
度
総
会
開
催
◆
◇

１
月
２６
日
⑪
に
多
目
的
ホ
ー
ル
（益
明
会

館
）
に
て
、
卯
野
市
議
会
議
員
の
ご
臨
席
の
も

と
、〈「
和
７
年
度
寺
井
町
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
慣
例
に
よ
り
壮
年
団
長
の
柴
垣
雅
寛
さ
ん

が
議
長
と
な
り
、
本「
和
７
年
度
事
業
計
画
火
ム

計
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
、全
て
の
議
件
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ウ」
の
１
年
間
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
墓
地
管
理
使
用
規
則
に
つ
い
て
も

新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
の
決
定
に
基
づ
き
、定
例
町
会
や

各
種
会
合
で
４」
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、住

み
良
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
令
和
７
年
度
重
点
課
題

①
災
害
発
生
に
備
え
て
の
体
制
整
備

今
年
度
の
避
難
訓
練
で
は
、班
ご
と
の
安
否

確
認
の
徹
底
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
墓
地
の
適
正
管
理

寺
井
町
墓
地
管
理
使
用
規
則
に
基
づ
き
、

墓
地
の
適
正
管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
の
推
進

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ジ
ボ
ル
公
民
館

の
推
進
に
向
け
、先
進
地
区
を
参
考
に
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
υ

▼
令
和
７
年
度
の
主
な
行
事
と
開
催
日

・町
民
大
運
動
会
　
　
　
　
＝
５
月
１８
日
働

・夏
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
７
月
２６
日
ω

・秋
祭
り
（御
神
輿
巡
行
）
　

Ｈ
９
月
７
日
⑪

・合
同
避
難
訓
練
　
　
　
　
Ｈ
９
月
２８
日
⑤

◇
◆
寺
井
町
地
域
福
祉
委
員
会

連
絡
会
議
開
催
◆
◇

３
月
２２
日
０
に
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
寺

井
町
地
域
福
祉
委
員
会
連
絡
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

寺
井
町
で
は
、
寺
井
町
福
祉
委
員
会
の
下

に
、
横
町
、
山
道
、
中
町
、
北
町
、
九
谷
町
の
５

つ
の
地
区
福
祉
委
員
会
が
あ
り
、
見
守
り
活

動
や
健
康
づ
く
り
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ウ」
の
連
絡
会
議
は
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
指
導
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
町
福
祉
委

員
会
か
ら
の
連
絡
や
委
員
会
相
互
の
情
報
交

換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
助
成
金
や
町
福
祉
委
員
会
並
び

に
各
地
区
福
祉
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
最
後
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
、
「社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要
」
や
「地
域
福

祉
委
員
会
に
つ
い
て
」
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
◆
墓
地
に
関
す
る
お
願
い
と
お
知
ら
せ
◆
◇

墓
地
管
理
使
用
規
則
の
制
定
・施
行
に
伴

い
、
４
月
に
入
っ
て
か
ら
墓
地
の
適
正
管
理
に

向
け
い
く
つ
か
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

〈墓
地
入
口
に
看
板
設
置
〉

「墓
地
使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
の
看
板

を
３
カ
所
の
墓
地
に
設
置
し
ま
し
た
。
上寸
井

西
墓
地
全
寸
井
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
墓
地
）

に
は
こ
れ
ま
で
も
看
板
が
あ
り
ま
し
た
が
、

内
容
を
改
め
設
置
し
ま
し
た
。
五寸
井
東
墓
地

（旧
三
昧
跡
墓
地
）
と
寺
井
山
墓
地
に
は
こ
れ

ま
で
看
板
は
な
く
新
た
な
設
置
と
な
り
ま
す
。

看
板
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の

場
で
「墓
地
管
理
使
用
規
則
」
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈墓
地
管
理
料
の
徴
収
〉

町
会
費
第
１
期
納
入
の
際
に
（４
月
）
、
墓

地
使
用
者
の
皆
様
に
、
墓
地
管
理
料

（年

５
０
０
円
）
を

一
緒
に
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈墓
所
使
用
者
把
握
の
た
め
の
立
札
設
置
〉

町
会
で
は
法
律
に
基
づ
き
、
墓
地
台
帳
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
使
用
者
の
把

握
で
き
て
い
な
い
墓
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
困

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
市
町
の
墓
地
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
使
用
者
の
報
告
を
お
願

い
す
る
立
札
を
該
当
の
墓
所
に
順
次
設
置
し

て
い
ま
す
。も
し
こ
の
立
札
が
ご
使
用
の
墓
所

に
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
会
事
務
所
（多
目
的
ホ

ー
ル
内
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
使
用
者

で
な
く
て
も
、
そ
の
墓
所
に
関
す
る
情
報
を

ご
存
じ
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
同
じ
く
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

（町
会
に
返
還
さ
れ
た
墓
所
の
管
理
〉

す
で
に
町
会
に
返
還
さ
れ
た
墓
所
が
数
カ

所
あ
り
ま
す
。
そ
の
墓
所
の
除
草
、
防
草
シ
ー

ト
の
設
置
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

会
管
理
を
明
記
し
た
立
て
看
板
の
設
置
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。

墓
じ
ま
い
が
お
済
み
で
、
本
フ
後
墓
の
設
置

を
考
え
て
い
な
い
墓
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
会
へ
の
返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

返
還
さ
れ
た
墓
所
の
状
況
を
見
て
、
通
路

の
設
置
や
新
規
使
用
者
の
募
集
を
今
後
考
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（ペ
ッ
ト
の
墓
に
つ
い
て
〉

家
族
同
然
に
生
活
さ
れ
て
き
た
ペ
ッ
ト
が

亡
く
な
ら
れ
た
時
、
手
厚
く
葬
っ
て
あ
げ
た

い
と
で
つ
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
昔
か
ら

の
共
同
墓
地
に
、
ペ
ッ
ト
の
墓
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
意
義
を
唱
え
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
定
例
町
会
で
こ
の
こ
と
が
話
題
と
な

り
話
し
合
っ
た
結
果
、
上寸
井
町
会
が
管
理
す

る
墓
地
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
墓
の
設
置
は
今
後
ご

遠
慮
い
た
だ
く
と
で
？
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【令
和
７
年
度
役
員
】

町
　
　
〈本
　
　
長

町

会

長

代

理

第

１

町

内

会

長

第

２

町
内

会

長

第
３
甲
町
内
会
長

第
３
乙
町
内
会
長

第

４

町

内

会

長

第

５

町
内

会

長

第

６

町
内

会

長

第
７
甲
町
内
会
長

第
７
乙
町
内
会
長

町

内

会

長

町
内

会

長

町

内

会

長

町

内

会

長

町

内

会

長

第 第 第 第 第

12111098

〃  〃  〃〃

与  査 計

竹 南 山 庄 山 倉 稲 本 澤 米 島 山 太 酒 上 伊 中 酒 中 八 千 中 上 朝 北

田 野 田 田 岡 橋 村 多 田 田 崎 本 田 井 出 野 野 井 川 朔 歩 谷 田 倉 野

与

伸  竜 茂 秀 俊 光 祐 真 志  一 竜 正 幸 征  一 和 順 博 啓 清 康
廣 茂 二 和 行 安 昭 二 琴 朗 透 彦 一 視 秀 之 篤 吉 信 一 賜 一 志 栄 勉

(新) (新 )師)(紛 師)鯨)研) 師)師 )
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病院や自宅などでおヽとくなりになった時の相談、その後の葬儀のことなど何時でもご相談ください。
家族葬のご相談もお受けいたしま丸

連絡先

フリーダイヤル

■いつでも連絡可能で魂 (24日寺間対応していま丸 )

直接電話じてください。
■葬儀に関する相談や、わからないことがあった場合、

寺井町会長または寺井町会事務所までお問い合わ
せください。

0120日502・952 携帯噺舌090日3290日3467
一羞
一

〔
減

多目的ホールまでご連絡ください。(平日9日寺～15時まで)

電話58日431lυァックス兼耐 い
．

1手::i

海

・唄
．
、
一
／⑮ ①子ども達の規範意識を少しでも高めるために、親や大人が率先して交通

ルールやあいさつなどの公共マナーについて声かけを行う。
②お互いが顔見矢[lり になることによつて地域の繋がりがより深まるよう、子
ども達へあたたかい声かけを行う。
③市内の子ども達全員が健やかに成長することを願い、市全体でこの運動に

取り組み交流しあい、地域だけでなく市全体の連携を深める。

餅章権と嘲①原則
撹也垂晶男占監翁咎盟≧窓ぢ定昌ぎ百亀巣廃第二実施します。

②小中学校の2学期始業式に合わせ、ふれあいあいさつデー強化週間を実施
します。9/1～ 9/アの平日5日間です。

―
各阿内の交差点・横断歩道などの交通要所、集団登校の集合場所。

Cコ1匿》各団」の小・中・高校生が登校する時間帯を中心に声かけします。

前耕
班雫苫鴇講躍制鳥躍謎術孔醐禁健錦規落慾
あいさつをします。

岡民共運動会
掛惜

ヽ

令和7年5月18日0
午前9:00開会式～午後3:00閉会式予定
場所 :寺井中学校グラウンド(雨天時 午前1900開会式

,,

ヽ il:`:こ

北野町会長

お問い合わせ、相談

最轟。費轟を

錯篭群え翻慧鷺留。

替繰④ご讐舶竃

為峰等為亀留慈凛謀輩c

墓 鑢報でも勢

場所 :寺井体育館 )



‐９
日
　
総
会

３０
日
　
和
田
山
清
掃

２
日
　
寺
丼
校
下
壮
年
団
総
会

２０
日
　
能
美
市
壮
年
団
総
会

1718
日 日

阿
民
大
運
動
会

町
民
大
運
動
会
準
備

校
下
壮
年
団

「愛
の
献
血
」

２６
日
　
町
民
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

67
日 日

秋
祭
り
お
神
輿
巡
行

秋
祭
り
お
神
輿
組
立

‐９
日
　
町
民
文
化
祭

‐２
日
　
寺
井
地
区

一
周
駅
伝
競
走
大
会

５
日
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
て
ら
い

上
旬
　
地
域
奉
仕
活
動

「粗
大
ご
み
回
収
」

中
旬
　
能
美
市
壮
年
団
の
集
い

上
旬
　
忘
年
会

寺
丼
支
部
総
会

総

616
日 日

818下下
日日旬旬

寺
井
支
部
シ
ル
バ
ー
ペ
タ
ン
ク
大
会

寺
井
保
育
園
農
道
沿
い
花
の
苗
植
え

町
民
大
運
動
会

市
老
連
　
能
美
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
総
会

下
旬
　
市
老
連
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
親
睦
会

中
旬
　
市
老
連
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
予
選
会

上
旬
　
役
員
研
修
会

上
旬
　
寺
井
保
育
園
ふ
れ
あ
い
農
園
芋
首
植
え

上
旬
　
支
部
　
秋
常
山
古
墳
清
掃
奉
仕
作
業

２６
日
　
町
民
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

市
老
連
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

市
老
連
　
研
修
会

下
旬
　
租
老
会
会
員
親
睦
会

上
旬
　
戦
没
者
墓
地

・
無
縁
墓
地
の
清
掃

市市市市市20
労労労老労日
違連連連連

秋

§〒奮彗昂E
安ス 能^跡
全ポ 発80公

§憲 

蚕

三§
仕

市
労
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

中
旬
　
寺
井
保
育
園
ふ
れ
あ
い
農
園
芋
収
穫

上
旬
　
歩
こ
う
会

下
旬
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
親
睦
会

市
老
連
　
交
流
研
修
会

中
旬
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

下
旬
　
物
故
者
追
悼
法
要

紬

嫌翻
脇
靱
解
坐
）

中
旬
　
昆
布
販
売

能
美
市
婦
人
団
体
協
議
会
総
会

３‐
日
　
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

‐８
日
　
町
民
大
運
動
会

僻
皆
貝
〈
ム

２
日
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

（横
町
）

２６
日
　
町
民
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

校
下
女
性
会
会
長
会

２３
日
～
２４
日
　
校
下
女
性
会
貸
衣
装
展
示
会

２８
日
　
秋
常
山
清
掃

（山
道

。
中
町
）

１
日
　
校
下
女
性
会
防
災
研
修
会

能
美
市
婦
人
団
体
協
議
会
市
政
懇
談
会

北
花
壇
草
む
し
り

５
日
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
て
ら
い

会
員
研
修
会

（横
町
）

校
下
女
性
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会

衣
装
部
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
予
約
会

２７
日
　
総
会

・
集
会
所
清
掃

３‐
日
　
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

‐８
日
　
阿
民
大
運
動
会

和
田
山
古
墳
公
園
清
掃

２６
日
　
町
民
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

２３
日
～
２４
日
　
校
下
女
性
会
貸
衣
装
展
示
会

寺
丼
阿
合
同
防
災
避
難
訓
練

５
日
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
て
ら
い

九
谷
町
女
性
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

集
会
所
清
掃

２２
日
　
夏
越
大
祓
式

（小
祭
）
式
典

２２
日
　
ギ
タ
ー
演
奏
奉
納

２‐
日
～
２７
日
　
茅
輪
く
ぐ
り

７
日
　
御
輿
巡
幸

６
日
　
厄
年
尾
祓
い

６
日
～
８
日
　
秋
察

（大
祭
）
式
典

２３
日
　
新
嘗
祭

（大
祭
）
式
典

１
月
１
日
　
一死
日
一祭

（令
和
８
年
）

３‐
日
　
年
末
大
祓
式
典

館報てら丼 4



9月 10月 11局毎月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 12月

２４
日
　
各
種
団
体
長
会
議

１
日
　
館
報
‐９７
号
発
刊

‐８
日
　
部
員
全
体
会
議

１
日
　
館
報
‐９８
号
発
刊

１
日
　
館
報
‐９９
号
発
刊

１
日
　
館
報
２００
記
念
号
発
刊

フ
日
　
公
民
館
全
体
反
省
会

文
化
教
室

13
日

３０
日
　
文
化
教
室

２３
日
　
文
化
教
室

‐６
日
　
文
化
教
室

２４
日
　
文
化
教
室

‐９
日
　
第
４９
回
町
民
文
化
祭

‐５
日
　
ふ
れ
あ
い
挨
拶
運
動

６
日
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

（春
）

１
日
　
第
７
回
町
民
歩
こ
う
カ
イ

‐３
日
　
ク
リ
ー
ン
寺
井
デ
ー

２４
日
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

（秋
）

２６
日
　
男
の
料
理
教
室

９
日
　
男
の
料
理
教
室

３０
～
３‐
日
　
第
１７
回
町
民
秋
山
キ
ャ
ン
プ

‐２
日
　
地
区
公
民
館
行
事
に
つ
い
て

定
例
阿
会
で
の
説
明

‐２

日

‐２

日
５
日

第

２。
回
地

区

ソ

フ
ト
バ

レ
ー
ボ

ー

ル
大
会

第
２‐
回
地
区

一
周
駅
伝
競
走
大
会

第
２‐
ロ
ス
ポ
‐
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
て
ら
い

２５
日
　
運
動
会
説
明
会

1831
日 日

第
３８
回
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
６９
回
町
民
大
運
動
会

‐５

一日

　
地
区
さ
わ
や
か
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
７
年
度
　
寺
井
町
公
民
館
　
事
業
計
画
　
自
　
▲「
和
７
年
１
月
１
日
　
　
至
　
▲「
和
７
年
１２
月
３‐
日

※ア/26(土)日丁民ふるさと夏祭
')は
、執行部が実行委員会に計画立案する

覇 館章Rて ら舞



鶏
が錘
勢当

稗
ヽ
攀

串
冒

孝

挙恥

ｇ
オ
建
甚
々

繋
勢
推
義

寺
井
町
壮
年
団

△
石
　
計
　
誰
Ｈ　
査

横

町

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

長

副
ク

ラ
ブ

長

山

道

甲

ク

ラ
ブ

ク

ラ

ぃフ

長

副

ク

ラ
ブ

長

山

道

乙

ク

ラ
ブ

ク

ラ

ブ

長

副

ク

ラ
ブ

長

中

町

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

長

副
ク

ラ
ブ

長

東

町

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

長

副

ク

ラ
ブ

長

北

町

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

長

副

ク

ラ
ブ

長

西

町

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

長

副
ク

ラ
ブ

長

多
保
田
直
行

東
　
文
太
郎

朝
倉
美
栄
子

石
本
健
治
鰊

井
出
美
智
子

石
崎
　
外
司

南
　
他
喜
子

吉
倉
外
喜
雄

山
内
百
合
子

中
野
栄
伸
鰊

西
木
戸
他
美
子

小
村
　
正
雄

土
田
　
佳
子

今
井
　
正
紀

中
嶋
外
志
子

ｍ
澤
田
　
陽
子

触
庄
源
知
加
子

憫
岡
田
　
智
子

硼
小
坂
　
克
美

硼
伊
野
　
幸
代

棚
山
崎
　
美
加

圭
巨
　
　
　
　
記

△
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事副

校

下
派
遣
委

員

ｍ
井
出
久
美
子

期
南
　
　
優
子

軸
矢
吹
　
史
子

欄
竹
田
　
潤
子

ｍ
大
蔵
　
和
代

峻
米
田
　
智
子

硼
坂
本
　
美
幸

的
徳
野
裕
季
子

欄
庄
源
知
加
子

樹
岡
田
　
智
子

硼
折
戸
　
二貝
子

仙
中
井
あ
つ
子

硼
鳥
居
　
文
世

ｍ
細
川
　
　
瞳

Ш
井
出
久
美
子

悦
高
田
　
智
子

的
南
　
　
優
子

相
矢
吹
　
史
子

九
谷
町
女
性
会

勢崇笠鬱 令和 7年度 鷺鶏象挙

同 総 同 会

副 務 副 計

音[ 音騒 音[ 書Б

長 長 長 長

〃 団

体 文 会 会

育 化 計 長

副 団

長 長

文

化

社

会

部

長

同

副

部

長

体

育

厚

生

部

長

同

副

部

長

〈
〓
　
計
　
監
Ｈ　
査

連

壮

派

遣

役

員

連

壮

幹

事

利

老

会

顧
　
　
　
　
間

〈
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
Ⅸ

副

　

〈ム
　
　
長

事
業
担
当

（
長
）

事
業
担
当

（
副
）

広
報
担
当

（
長
）

広
報
担
当

（副
）

△ム
　
　
　
　
計

△
不
　
計
　
監
ｍ　
査

柴
垣
　
雅
寛

保
坂
　
智
哉

上
杉
　
雅
哉

嶋
田
　
充
啓

八
木
　
雄
大

平
田
晃
太
郎

中
川
　
陽
介

長
田
　
弘
志

竹
田
　
　
透

山
近
　
功
幸

橋
爪
　
佑
介

中
川
　
拓
郎

中
川
　
陽
介

保
坂
　
智
哉

山
近
　
功
幸

平
田
晃
太
郎

柴
垣
　
雅
寛

松
本
中
野
宮
田
石
本
中
野
畑
本
中
島
藤
田
山
岸

正
栄
伸明

健
治
久
夫
一
郎
健

一優
雄
三

△
▲

百
田 寺
井
町
女
性
会

〃 〃 〃 〃 会

長 長

班 会

計

監

長 査

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

公
民
館
派
遣
委
員

文 社 体 総

〃 化 〃 会 〃 育 〃 務

音Б    ttБ     菩呂    音5

ｍ
山
崎
　
美
加

ｍ
井
出
久
美
子

憫
庄
源
知
加
子

破
岡
田
　
智
子

悦
高
田
　
智
子

Ш
南
　
　
優
子

硼
折
戸
　
二貝
子

硼
中
井
あ

つ
子

士
雀

清
水
奈
津
美

牧
野
真
由
美

西
道
　
優
子

中
田
香
奈
恵

自宮報てら丼 6



氏
子
総
代
会
員

藤
田
　
　
優

横
井
　
勝
義

漬
崎
　
譲
次

倉
元
　
伸
夫

石
崎
加
寿
久

西
井
　
信

一

野
村
　
栄
克

一
針
　
慎
造

朝
倉
外
茂
治

西
日
　
修

一

防
犯
委
員
会
委
員

自
衛
消
防
団
団
員
浩
桂司

雄
介
和
彦
範
之

梅
本
　
克
欣

中
田
　
一二
郎

野
村
　
立日
平

寺
井
町
防
災
士
会

口
　
文

一

田
美
智
子

寺
井
町
街
頭
交
通
推
進
隊
員

垣
本
　
一
夫
　
　
岩
崎
五
十
二

上
杉
　
勝
美
　
　
西
田
　
　
修

寺
井
町
民
生

・
児
重
委
員

清
水
　
雅
江
　
　
浜
崎
　
精

一

浪
花
み
ど
り
　
　
士
口
田
　
則
明

大
村
　
祐
子
　
　
太
田
　
重爪
子

棚中牧南南高卵南上谷
田池野  田野
宣

佳真由隆 智修瑞
子弓美史浩子三江

山清北工大高多山藤
岸水川藤澤田原田田
奈
幸津正恭和典正亜珠
子美晃子也英博紀美

不El
幸

林中大原
野蔵

浜常矢酒
崎橋地井

文

あ
か
ね 豊 進 潤 淳

南北長喜森八古小中山打才中竹
川田多田島田西野岸和田戸本

広直弘哲康良 秀洋 克和憲良
昭人志也弘平裕明平寛樹宏一文

石
田

松倉善富吉新中山細倉広倉
岡橋田永田 野添川元川元

中中上木南柴朝棚河多
島嶋出村 田倉田村保

田
良栄幸哲勝満義正良直
二樹秀也男昭昭広平行

聾
1峯

書 主 副 館

不

館
役

員 計 記 事 長 長

八 千 佐 吉 南 多 酒 南
朔 歩 賀 倉  賀 井

順 博 厚  茂  正 昭
一 賜 志 徹 樹 裕 視 宏

近
藤

慎
治

島
森
田
中
藤
野
東

幸大悠  俊勝一   博敏俊 光卓 詠和
夫地一健尚光志吉   之晴志淳宏也篤二裕正進淳

福

祉

推

進

員

山
田
千
恵
子

松
本
　
一
葉

棚
田
　
佳
子

倉
橋
　
俊
安

庄
田
　
茂
和

西
脇
　
博
子

環
境
美
化
推
進
員

本
多
　
正
規

東
　
　
賢

一

小
西
　
利
明

青
木
　
　
茂

健
康
づ
く
り
推
進
員

太
田
　
彰
子

中
島
　
昌
代

倉
元
　
和
美

山
田
　
亜
紀

山
本
　
昌
明

中

和
信
博
賜

奈
津
美

松
本
　
多
市

｀
将襲肇詣尋

磨
拳
プ■

゛
一
一

書

〉
ｉ

爾
ピ
郵
鶉
持

群
悪
委

務
◎
河
村
宮
田
徳
野
亀
田
牧
野
野
村
谷
口
朝
倉

淳
司
尚
也
司
郎
将
彦
雅
春亘
（

化

　

部

◎
吉
倉
　
　
徹

丹
羽
　
幸
治

東
森
　
忠
博

亀
田
　
重
樹

松
本
　
正
史

酒
井
美
佐
子

越
野
　
　
正

槻
　
　
大
輔

井
出
久
美
子

阪
井
　
一
人

秋
山
　
弘
之

蚊
爪
　
和
義

社

○
大
澤
　
和
也

一

米
田
　
和
幸

一

一挙
化
　
哲
弥

”

山
崎
　
美
加

一
体

宮
岸
　
洋
介

”

井
出
久
美
子

一

今
井
　
正
紀

一

○
倉
橋
　
泰
次

中
井
あ
つ
子

折
戸
　
二貝
子

出
村
　
慎
司

南
　
　
瑞
江

大
蔵
　
　
桂

越
野
　
　
光

中
野
　
摂
子

常
橋
　
俊
光

高
本
　
正
人

惣
川
　
　
誠

西
道
　
優
子

○
立
花
　
栄
志

河
上
　
宏
之

中
谷
　
育
子

新
池
　
　
衛

本
多
　
祐
介

山
本
　
幸
子

高
田
　
　
実

木
村
　
昂
暉

徳
野
裕
季
子

上
出
美
智
子

○
西
村
竹
田
中
條
倉
元
岡
田
原
澤
一局
田
一局
田
細
川
小
川
上
杉
井
出
梶
井

満諭
直
広
和
美
智
子
昭
彦
貴
史
耕
司
和
裕
康

一

浩

一

樹
里

徳
野
裕
季
子

能
美
市
消
防
団
寺
井
町
団
員

野
村
　
幸
弘
　
　
多
保
田
学
恭

前
田
　
恭
秀
　
　
宮
岸
　
洋
介

越
野
　
　
巧
　
　
小
坂
　
悠
太

中
條
　
信
吾

著疹

顧

蔵河
田田

洋栄

清千
水歩

総

尚部
明 人

勢姿棄 令和7年度翼弊ゞ

●

△
石

イ
Ｊ
口
Ｗ

〈
Ａ

◎
倉
橋

○
山
岸
倉
元
山
本
京
田
仲
川
一局
田
松
本
南善
田

立
ロ俊
安寛正威

和
英
義
人
智
子
意
二
優
子
俊
志

育

　

部

◎
宮
岸
　
正
晴

○
南
　
　
新

一

庄
源
知
加
子

倉
元
荒
木
広
川
山
崎
河
村
辻
原
美
智
雄

岡
　
　
伸
樹

山
内
　
直
史

石
田
　
範
之

喜
多
　
哲
也

北
川
　
　
悟

蔵
田
　
洋

一

蚊
爪
　
裕
二

安
田
　
尚
志

北
川
　
正
晃

中
田
香
奈
恵

※
◎
部
長
　
○
副
部
長
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和
■
山
清
掃壮年
団
長

柴
垣
　
雅
寛

本
年
度
、
壮
年
団
の
回
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
柴
垣
で
す
。
日
頃
よ
り
壮
年
国
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
最
初
の
活
動
と
し
て
、
３
月
３０
日
に
寺
井

校
下
壮
年
団
事
業

「和
田
山
清
掃
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
寺
井
町
壮
年
団
か
ら
は
２６
名
の
団
員
が
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
〈
フ
年
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
の
中
で
の

作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
無
事
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

和
田
山
を
訪
れ
た
方
々
に
快
適
に
利
用
し
て
頂
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
大
運
動
会
、
ふ

る
さ
と
夏
祭
り
、
秋
祭
り
の
お
神
興
巡
行
、
さ
ら
に
は

粗
大
ご
み
回
収
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
町
内
の
皆
様
と
の
親
睦
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
壮
年
団
員
を
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
近
く
の
団
員
ま

で
お
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

属懲巖
峰園罐翻)
箸蘭銭鶏嶽婢

壮
年

団

ヽ,嗚

ヽ
Ｔ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

社
会
部
の
主
催
で
町
内
の

カ
ー
ミ
ラ
ー
清
掃

。点
検
を

行
い
ま
し
た
。
朝
６
時
に
横
町
、

山
道
、
中
町
、
北
町
・九
谷
町

の
４
ヵ
所
に
別
れ
て
社
会
部

員
を
中
心
に
２０
名
の
ご
参
加

を
頂
き
、
１
つ
１
つ
丁
寧
に
清

掃
し
、
破
損
箇
所
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
雨

が
激
し
く
降
っ
て
き
た
為
、
や

む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

部
員
、
役
員
、
ム」
参
加
頂
い
た

皆
様
、
朝
早
く
か
ら
参
加
し

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ト
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